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近代国家における「他者」―「ジプシーJ差別の構造

一 本報告の骨子
1.問題の所在

(1)アイデンティティーのない「民族」:「ジプシーJ

近代国家における「他者」=当該国家の「国民」 (=政治的市民権を有する)と して定

義されるアイデンティティーを持たない者 (ア メリカの先

住民、南北戦争までのアフリカ系アメリカ人、ユダヤ人、

移民、難民、外国人

1炒
んηめ ヽ

多にL

O)「ジプシー」=パーリア・ シンドローム (The Paiah syndrome)

最近の具体例)イ タリアの「ルーマニア人」移民の規制強化
→ ロマ (ヴラフ系ジプシー)の指紋押捺制度

2問題の分析手法

(1)カ ントの永遠平和論 (と りわけ、第二確定条項)の現代的意義づけ

[国家間の永遠平和のための確定条項]

第一確定条項 各国家における市民的体制は、共和的でなければならない。
第二確定条項 国際法は、自由な諸国家の連合制度に基礎を置くべきである。
第二確定条項 世界市民法は、普遍的な友好をもたらす諸条件に制限されなければなら

ない。

(ウェス トファリア的主権 ) (自 由主義的な国際的主権 )

日本 ? EU諸国 ?

3.結論 (仮 )

ニ アイデンティティーの不在―「ジプシー」とは何者か ?
1.呼称について :「ロマJ

国際ロマ連盟 (1971年 第一回世界ロマ会議)
→ ロマ (Roma;単数形 Rom)と いう呼称が公用化 ?

*呼称そのものも統一されておらず、また、言語も 60ほ どの方言があるほか、それぞれ

の滞在する国の言語を話す。
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0カ ントの永遠平和論の射程 :EUと 非 EU国 との距離感



[多様な呼称 ]

英語 ジプシー wpsy/フ ランス語 ジタン gitan、 ボヘミアン bommien、 ッィガーヌ tzigane、 ロマニシェ

ル romaniche:、 マヌーシュmanouche/スベイン語 ヒターノ ghno/ポル トガル語 ロンRom/オランダ

語 ジヘーネルzigcuncr/ア フリカーンス語 シヘーネル sigeuner/ドイツ語 ツィゴイナー Zigcuner、 シ

ンティSinti/ハンガリー語 ツィガーニ cigtty/ルーマニア語 ロミromi、 ツィガニ t igani/イ タリア語

ズィンガロzingaro/フ ィンランド語 ムスタライネンmustalaincn/ア ラビア語 ズット,″ トルコ語
ファラウニ / ロシア語 ツィガーネLIЫ r a H e(近年は「ロムィ」とも)/ ウクライナ語 ツィーハヌ

イЦИraHИ (近年は「ロマ」とも)

2.「ジプシー」 とは何者か ?

(1)文庫クセジュ版 “Les Tsiganes"『 ジプシー』に見る「ジプシーJの定義の変容

●3機es Ы∝h版 (1953(第二版)ルη″おル 乃″ル Fo=8,oo「,Httterra Do=ぬ

邦訳 :木内信敬 「ジプシー」白水社、 1973年

→インド起源の放浪民族

●′晰c力ole」レbr″″
`=比
反 (1986)

邦訳 :水谷駿/左地亮子 「ジプシー [新版 ]」 白水社、2007年

→ヨーロッパ社会が生み出した社会的孤立集団

(2)「 ジプシー」の伝統的な一般的特質

非定住性、非ジプシー (ガジョ)と 「機れ」、個人のアイデンティティーの多様性、固

有の法システム (不文法)、 復讐、誇り、家族制度、自然観、宗教観

3。「ジプシーJ差別の歴史と現在 :同化と差別
(1)スペインのジプシー :強制的な定住化政策

*「排斥→同化」の歴史

1425年 1月 12日  サラゴサに「小エジプ トの ドン・ホアン」と名乗る人物とその一行が
あらわれ、アルフォンソ五世に安全通行証を発行 してもらう。

カ トリック両王勅令 定住か出国かの選択を迫る。
フェリペ四世勅令 一般住民に混 じつて定住 し、善良なキ リス ト教
徒 として生きること、ヒターノの呼称を用いないこととした。違反 し

た場合は、男性はガレー船送 り、女性は鞭打ちの刑が科せ られた。

フェリペ五世勅令 スペイン全土に合法的な居住地、非定住ジプシ
ーの排除

14991ト

1633年

1717年

17491F

1783角F

フェルナン ド六世

カルロスニ世勅令

非定住ジプシーの一斉摘発 ― 口珈lt,印
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(2)ドイツのジプシー :ホロコース トの犠牲者

*ナチスのジプシー絶滅政策

1933年頃 遺伝的疾患をもつ子孫を予防するための法律、危険な常習犯罪者に対する法
律

1935年  ニュルンベルク法 (「帝国市民法」「ドイツ人の血と名誉を守るための法律」)
1938年   ヒムラー布告
1942年   アウシュヴィッツ令

*犠牲者間の差異という問題→ユダヤ人との距離

(3)ジプシーのエリー トによる啓蒙活動と民族の記憶を記録する作業

国際ロマ連盟、欧州ロマ人権センター、各国の取り組み

三 カントのコスモポリタン的権利
1.時代背景

1795年 バーゼルの和約

2.コ スモポリタン的権利 :第二確定条項

―第二確定彙環 世界市民法は、書目的な友好をもたらす略条件に■鳳されなければならな
い 。

れ劇襲就豊糞認艶田国露罪整鼠蟻搬巌鮫以鵬襲Qヨ襲製舅Lこれは、口Eではなく、権利であ

る。彼の破議をもたらさないのであれば、彼の受け入れを拒薔することもできる。しかし、その地に

平和的にとどまるなら、よそ書は敵意をもつて敏われてはならない。この場合、外目人が要求でき

るのは書人の構潤(この権利を要求するには、彼を一定の用口蒙族の一員として薇うという、好

菫ある特鵬な興的が必要となろう)ではなくて、綺目OtHであるが、この権利は、地球の嚢ロセ
共同に所有する権利に基づいて、たがいに交際を申し出ることができるといつた、すべての人日に

日している権利である。

(1)歓待の権利 (博愛ではなく、権利である)

*諸条件―不完全な道徳的責務
「復の韓漣上上なゑ嵐ムとこ2£ぬLば、彼の受け入れを拒否することもできる。しかし、
その地にェ和的じ とどまるなら、よそ者は敵意をもつて扱われてはならない。」

(2)コスモポリタン的権利の射程

訪間の権利=一時的滞在の権利 峰認f嶽顛蟻述鎧試洞塑降鉢豪粟壊駿蠣鑽奏乳£はムL)
↑

「地球の球面を共同に所有する権利」 上を前提とした国家

*但 し、カントのコスモポリタン的権利は、対等な国家間 (当時のヨーロッパ)の国民の

間で成立するものとして想定されていた (→第一確定条項、第二確定条項 )。
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四 結びにかえて一コスモポリタン的権利の現代的意義
(1)現代の世界状況→ウェス トファリア型の国家を前提とする一方で、国家を越える概念

や制度を容認する矛盾を抱えている

↓

概念 (価値)と して許容できるものと、制度として実効性との距離感

例)EUの移民問題、アメリカの外国人不法行為法訴訟

(2)アイデンティティーのない「他者」の処遇

「ジプシー」は、コスモポリタン的権利からはじかれる「他者」なのか ?

******

〈〈参考文献〉〉 (順不同、敬称略。但し、本文中に記載のものを除く。)

(1)ジプシー関係

①水谷駿『ジプシー 歴史。社会・文化』(平凡社新書、2006年 )
0近藤仁之『スペインのジプシー』(人文書院、1995年 )
③アンリエット・アセオ著/芝健介監修/遠藤ゆかり訳『ジプシーの謎』(創元社、2002年 )

④アンガス・フレーザー著/水谷駿訳『ジプシー 民族の歴史と文化』(平凡社、2002年 )
⑤イアン・ハンコック著/水谷駿訳『ジプシー差別の歴史と構造』(彩流社、2005年 )

⑥イザベル・フォンセーカ著/く ばたのぞみ訳『立ったまま埋めてくれ』 (青土社、1998

年)

⑦金子マーティン編『「ジプシー収容所」の記憶 ロマ民族とホロコースト』(岩波書店、1998
年)

③千葉美千子「ホロコースト研究におけるロマ民族の位置づけ一犠牲者間の差異をめぐる

考察J国際広報メディアジャーナル第 4号 (北海道大学大学院国際広報メディア研究科、

2006年 )

⑨橋本ルシア『フラメンコ この愛しきこころ一フラメンコの精髄』(水曜社、2004年 )
⑩浜田滋郎『フラメンコの歴史』 (晶文社、1983年 )

⑪関口義人『ジプシー・ミュージックの真実』(青土社、2CX15年 )

⑫関日義人『オリエンタル・ジプシー』(青土社、2008年 )

⑬平田伊都子『南仏プロヴァンスのジプシー』(南雲堂、1"5年 )

⑭飯野昭夫「フラメンコの歌詞におけるジプシー的要素に関する考察一迫害の痕跡を求め

て」語学研究第 99号 (拓殖大学言語文化研究所、2002年 )

⑮  GYPSY LAW:Ro-l LECJAI TRADT10N AND CtlLTU駆 (Wttter O.Weyraugh ed。,University of

Califomia Press,2001)

⑬欧州ロマ人権センター

⑬ヒターノ文化新興協会 (スペイン)睡麗/1WWWinsI威 ut()cul塾躍戯撫選」戯
⑩ Tony Catir監督作品

Latcho Drom(よ い旅を)(1993),GttO Dilo(愚 かなよそ者)(1"7),Vengo(復讐)(2000)
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(2)その他

①イマヌエル・カント著/宇都宮芳明訳『永遠平和のために』 (岩波書店、:985年 )

②セイラ・ベンハビブ著/向山恭一『他者の権利』 (法政大学出版局、2006年 )

③ヴィダル・ ド・プラーシュ著/飯塚浩二訳『人文地理学原理 (上・下)』 (岩波書店、1940

年)

④リュシアン・フェーヴル著/飯塚浩二訳『大地と人類の進化 (上 。下)』 (岩波書店、1971

年)

⑤拙稿「国際的な人権保障と裁判所」大学院研究年報第 32号 (中央大学大学院法学研究

科、2∞3年 )
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<参考資料>

国際ロマ連盟の旗 (写真上は、スウェーデン)
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資料① ヨーロッパのジプシー人口と分布 (出典 :水谷『ジプシー』)
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資料③ ヨーロッパにジプシーが現れた時期 (出典 :近藤『スベインのジプシー』)年
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"第 7図 1852年 にワラキアで行われた奴臓の競り市を伝え
るポスター

「発菫しや。極_とのジプシー奴隷ら1852年 5月 8日 、聖エリ

アス修遭院で崚りにより売却.薦人男性 18人、少年10人、
蔵人女性7人、少女3人。健康状態良好」 (このポスターの

写真コピーはプカレストのニコラエ・オブレスタ氏から贈

塁された,.

資料⑤ スペインのジプシー住居

(出典 :近藤『スペインのジプシー』)
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資料④ ジプシー奴隷市のポスター

(出典 :ハンコック『ジプシー差別の歴史と構造』)

1348

1378

1414

1417

セル ビア

ベ ロポネ ンス

パ シレ7
トランシル パニア

モルダ ビア

エル ベリ||″1岸

ザ クセ ン (ド イ ツ)

アウグスプル グ

シ ャテ イヨン (ア ランス )

プ ンマーク

ボ ローニア・ ローマ

ア ラゴン (ス ベ イン〕

ノくリ

ハーカー (ス ペ イン)

ウエールズ

バルセ ローナ (ス ベ ィン)

ス コッ トラン ド

ロシア

ボー ラン ド

1418 1

14181
14191

142071

14221

14251

14271

14351

1111?|

1492

1500

1509



資料⑥ スペインのジプシーに関する統計 (出典 :近藤
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バラック  背の低い一軒家 マンション
住まいの者 住まいの書   住まいの音
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